
斉与

池

員

夫

「
緑
の
革
命
」
・
農
村
間
労
働
移
動
・
制
度
的
革
新

|
|
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
一
在
来
的
農
村
制
度
の
展
開
|
|
|

一
、
序

二
、
新
稲
作
技
術
の
普
及
と
労
働
需
要

三
、
稲
作
地
帯
へ
の
労
働
移
動

四
、
新
し
い
労
働
雇
用
制
度
|
|
ガ
マ
制
度
|

五
、
農
村
間
労
働
移
動
と
、
ガ
マ
制
度
の
普
及

六
、
結
論

一
、
序

ア
ジ
ア
熱
帯
諸
国
の
稲
作
に
「
緑
の
革
命
」
技
術
と
通
称
さ
れ
る
、
新
し
い
稲
作
技
術
体
系
が
導
入
さ

(
I〉

れ
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
肥
料
反
応
性
の
高
い
改
良
品
種
と
、
肥
料
の
増
投
を
二
つ
の
柱
と
す
る
こ
の
新
し
い
技
術

一
九
六

0
年
代
後
半
以
降
、

体
系
の
特
徴
は
、
安
定
的
水
管
理
、
す
な
わ
ち
、
濯
瓶
の
整
備
を
そ
の
収
量
増
大
潜
在
力
実
現
の
た
め
の
、
殆
ど
不
可
欠
の
条
件
と
す

る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
新
し
い
技
術
体
系
の
普
及
は
、
濯
殺
の
行
き
届
い
た
稲
作
地
帯
で
最
も
著
し
く
、
天
水
田
・

こ
の
技
術
革
新
の
動
き
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
仁
氏
。
こ
の
様
な
「
緑
の
革
命
」
技
術
の
地
域
選

深
水
団
地
帯
、
畑
作
地
帯
の
多
く
は
、

択
的
普
及
は
、
発
展
途
上
国
に
お
け
る
農
村
間
・
農
業
地
域
聞
の
経
済
的
不
均
等
を
、
直
接
的
に
、
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

問
題
は
、
多
く
の
論
者
に
よ
り
「
緑
の
革
命
」
が
引
き
起
こ
す
問
題
点
の
一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
ソ
列
。

「
緑
の
革
命
」
・
農
村
間
労
働
移
動
・
制
度
的
革
新

四

七



「
緑
の
革
命
」
・
農
村
間
労
働
移
動
・
制
度
的
革
新

四
八

し
か
し
、
地
域
問
所
得
格
差
の
拡
大
は
、
低
所
得
地
域
か
ら
高
所
得
地
域
へ
の
労
働
移
動
を
増
加
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
技
術
革

新
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
農
業
地
域
か
ら
そ
れ
が
順
調
に
普
及
し
た
農
業
地
域
へ
の
労
働
移
動
が
生
ず
れ
ば
、

そ
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て

創
出
さ
れ
た
所
得
増
加
の
一
部
は
、
労
働
力
流
出
地
域
の
過
剰
労
働
力
の
減
少
を
通
し
て
、
間
接
的
に
、
技
術
普
及
地
域
か
ら
非
普
及

地
域
へ
と
移
転
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
様
な
農
村
間
労
働
移
動
は
、
事
実
、
発
展
途
上
国
の
多
く
の
農
業
地
域
で
発
生
し
て
い
る
。

新
し
い
稲
作
技
術
体
系
が
持
つ
社
会
経
済
的
効
果
を
評
価
す
る
に
当
た
っ
て
、

」
の
側
面
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

発
展
途
上
国
の
稲
作
地
帯
の
多
く
で
、
土
地
に
対
す
る
人
口
圧
力
の
急
増
や
、
新
し
い
稲
作
技
術
導
入
を
誘
因
と
し
て
、
稲
作
に
お

け
る
労
働
雇
用
制
度
に
、
特
に
稲
収
穫
制
度
を
中
心
に
し
て
、
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化
が
生
じ
て
い
一
記
。
新
技
術
の
普
及
に
伴
い
、

外
部
か
ら
農
業
労
働
力
が
流
入
し
て
き
て
い
る
稲
作
地
帯
に
生
じ
て
い
る
、

」
の
様
な
労
働
一
一
雇
用
制
度
の
変
化
は
、
技
術
の
地
域
選
択

性
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
地
域
格
差
を
縮
小
さ
せ
る
た
め
の
、
制
度
的
革
新
と
見
な
し
う
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
的
変
化
の
多
く
は
、

外
生
的
な
働
き
か
け
、
例
え
ば
政
府
の
政
策
的
干
渉
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
在
来
的
農
村
組
織
の
内
部
で
、
自
生
的
に

生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
在
来
的
農
村
組
織
の
実
態
を
正
確
に
把
握
し
、

そ
れ
を
農
村
発
展
の
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
、
近

年
に
お
け
る
、
多
く
の
上
か
ら
の
農
村
発
展
計
画
の
睦
朕
を
通
し
て
、
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
。
「
緑
の
革
命
」
技
術
の
地
域
選
択
的

普
及
と
、

そ
れ
に
伴
う
農
村
間
労
働
移
動
に
関
連
し
て
進
行
し
て
い
る
制
度
的
変
化
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
在
来
的
農
村

組
織
の
活
用
可
能
性
の
検
討
と
い
う
政
策
的
含
意
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

本
稿
の
課
題
は
、
以
上
の
様
な
問
題
意
識
の
下
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ラ
グ
ナ
州
に
お
け
る
「
禄
の
革
命
」
技
術
の
普
及
過
程
を
事
例

と
し
て
、
技
術
・
労
働
移
動
・
制
度
的
革
新
の
相
互
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ラ
グ
ナ
州
が
持
つ
以
下
の
特
徴
は
、

}
の
州
を

し
て
本
稿
の
課
題
に
接
近
す
る
に
好
適
の
事
例
研
究
対
象
地
と
し
て
い
る
。

ま
ず
第
一
に
、
稲
作
に
お
け
る
「
緑
の
革
命
」
技
術
の
研



で
、
農
村
間
労
働
移
動
の
パ
タ
ー
ン
を
確
認
す
る
。
続
く
四
で
は
、
稲
作
地
帯
に
お
け
る
労
働
雇
用
制
度
の
変
化
を
あ
と
づ
け
、

そ
の

究
基
地
で
あ
る
国
際
稲
研
究
所

(
I
R
R
I
)
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
農
学
部
を
州
内
に
持
ち
、
相
対
的
に
恵
ま
れ
た
土
地
基
盤
と
相
侠

っ
て
、
州
内
稲
作
地
帯
へ
の
改
良
品
種
の
普
及
が
急
速
且
つ
広
範
で
あ
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
州
内
の
農
業
地
帯
が
、
ラ
グ
ナ
糊
沿
岸

部
の
生
産
力
の
高
い
稲
作
地
帯
と
、
新
し
い
稲
作
技
術
の
影
響
を
殆
ど
受
け
な
い
畑
作
地
帯
に
画
然
と
分
け
ら
れ
る
こ
は
山
第
三
に
、

上
記
稲
作
地
帯
に
お
い
て
、
稲
の
収
穫
・
除
草
作
業
を
巡
っ
て
、
大
き
な
労
働
雇
用
制
度
の
変
化
を
経
験
し
た
こ
と
、

で
あ
る
。

以
下
、

ま
ず
ニ
で
、
ラ
グ
ナ
州
稲
作
地
帯
に
お
け
る
新
し
い
稲
作
技
術
の
普
及
と
労
働
需
要
の
変
化
に
つ
い
て
概
観
し
、
次
い
で
三

経
済
的
要
因
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
。
最
後
に
、
稲
作
地
帯
に
お
け
る
こ
の
制
度
的
革
新
が
、
畑
作
地
帯
に
お
け
る
在
来
的
制
度
の

移
転
、
普
及
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

注
(

l

)

本

稿

は

同

-
r
z
n
E
E己
目
白
川
出
口
ユ
〔
日
〕
に
基
づ
念
、
そ
れ
に
多
少
の
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
報
告
す
る
こ
と
を

お
許
し
い
た
だ
い
た
共
同
研
究
者
、
東
京
都
立
大
学
経
済
学
部
速
水
佑
次
郎
教
授
、
お
よ
び
、
ラ
グ
ナ
州
に
お
け
る
調
査
を
手
伝
っ
て
〈
れ
た

I
R
R
I
農
業
経
済
部
付
三
百
円
ロ
・

ζ
R
2
8
0
夫
人
に
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
c

な
お
、
「
緑
の
革
命
」
と
い
う
言
葉
は

誤
解
を
招
ぎ
易
い
が
、
本
稿
で
は
、
「
緑
の
革
命
」
技
術

U
新
し
い
種
子
・
肥
料
技
術
と
い
う
意
味
で
の
み
用
い
る
。

(

2

)

天
水
回
地
帯
で
も
改
良
品
種
が
普
及
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
改
良
品
種
の
収
量
増
大
効
果
は
、
津
町
問
団
地
帯
と
比
較
す

れ
ば
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
で
し
か
な
い
。
例
え
ば
、
梅
原
〔
2
可
欠
F
C口
E
a
A
-
〔
げ
〕
を
見
ょ
。

(

3

)

例
え
ば
河
口
2
m
ロ
〔
辺
〕
、
出
向
】
「
「
の
H

〔
6
〕。

(

4

)

例
え
ば
出
品
回
-5一
自
己
町
内
芥
口
口
E
〔
日
〕
第
四
章
、
第
五
章
、
第
七
章
、
第
九
章
を
見
よ
。

(

5

)

国
弔
問
B
F
E
H
H
仏
穴
子
口
会
一
〔
川
〕
、
菊
池
〔
3
〕
参
照
。

(

6

)

ラ
グ
ナ
州
内
の
農
業
地
帯
区
分
に
つ
い
て
は
後
出
第
二
図
で
そ
の
概
観
が
つ
か
め
る
が
、
詳
し
く
は
、

ω口
E
B
E
a
Rト
〔
U
A

〕
を
参
照
さ

れ
た
い
。
ラ
グ
ナ
州
内
か
ら
州
外
へ
と
拡
が
る
畑
作
地
帯
は
、
一
部
に
甘
薦
作
地
帯
を
含
む
が
、
そ
の
殆
ど
は
丘
陵
的
な
地
形
を
持
つ
コ
コ
郁

子
地
帯
で
あ
る
。

「
緑
の
革
命
」
・
農
村
間
労
働
移
動
・
制
度
的
革
新

四

九



ラグナ州水田地帯における稲作技術と労働利用の変化

(1965-81年，雨期作り〕

1 1勿o 1 

1引 152

O 

15 

37 

9 

2.2 

第 l表

1981 1978 

100 

0

0
ノ

8

2

6

門

U

〆
D
n
v
J
A
A
τ

ー
l
ゐ

泊

4
A

0

6

0

J

4

7

 

門
)

Q

U

O

J

q

υ

'

i

n

d

 

1975 1965 

95 

48 

78 

20 

3.1 

調査農家数

改良品種普及率(%)2)

窒素投入量(kgjha)

耕転機普及率(%)')

除草剤投入額(kg/ha) 3) 

水稲収量(t;'ha)

19. 1 11. 7 I 9. 1 I 9.8 

(20) I (48) I (58) I (63) 
8.5 I 9.51 9.51 10.4 

(96) I (100) I (100) I (99) 
13. 3 I 21. 9 1 33. 1 21. 7 

(19) I (58) ¥ (82) I (86) 
13.21 14.71 14.11 17.0 

(29) I (36) I (27) I (48) 
27. 0 I 30. 7 1 30. 3 1 26. 9 

(1∞) I (100) I (100) I (99) 
81. 1 1 88.5 1 ヲ6.11 85.8 

(56) I (均|問 (81)i 
注. 1) 国際稲研究所農業経済部ラグナ州稲作農家標本調査，第 1i次~第5次に

よる. Kikuchi et al. [l4J参照.

2) 利用農家の全標本農家に対する比率.

3) 籾米ターム(投入価額を籾米価格でデフレート).
4) 再植を含む.

9.3 

(54) 

10.1 

(100) 

22.2 

(81) 

16.7 

(44) 

30.5 

(99) 

88.8 

(回〕

労働投入量(人日/ha)

耕起

(雇用労働百分比〕

田植

(雇用労働百分比〉

除草的

(雇用労働百分比〕

肥培管理その他

(雇用労働百分比〕

収穫・脱穀

(雇用労働百分比)

計

(雇用労働百分比〕

五

O 
二
、
新
稲
作
技
術
の
普

及
と
労
働
需
要

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
「
緑

の
革
命
」
は
、

I
R
R
I
が
最

初
の
改
良
品
種

I

R

8
を
公

表
・
配
布
し
た
一
九
六
六
年
末

に
始
ま
る
。

そ
れ
以
降
、
ラ
グ
ナ
州
の
稲

作
地
帯
に
お
け
る
新
し
い
種

め子

LE 
速技
で術
あの
つ(普
た乙及
(は
第
1 極

表)。

I
R
S
の
導
入
か
ら
僅

か
三
年
後
の
一
九
七

O
年
に
は

既
に
九
五
%
の
稲
作
農
家
が
改

良
品
種
を
作
付
け
て
お
り

そ

の
並
日
及
率
は
一
九
七
五
年
ま
で



に
一

O
O
%
に
達
し
て
い
る
。
平
均
肥
料
投
入
は
、

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
窒
素
投
入
で
見
て

一
九
六
五
年
の
一
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら

一
九
七
五
年
の
七
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
、

五
倍
以
上
増
加
し
た
。

か
か
る
種
子
・
肥
料
技
術
普
及
の
結
果
は
、
平
均
水
稲
収
量
の
着
実

な
向
上
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
籾
収
量
は
、
新
技
術
導
入
以
前
の
一
九
六
五
年
に
は
二
・
五
ト
ン
の
水
準
に
あ
っ

た
。
新
技
術
が
普
及
・
定
着
し
た
一
九
七

0
年
代
後
半
の
そ
れ
は
、

四
t
四
・
五
ト
ン
水
準
に
あ
り
、
普
及
以
前
と
較
べ
て
六

t
八
割

の
収
量
増
大
で
あ
る
。

ラ
グ
ナ
州
稲
作
地
帯
に
、
新
し
い
稲
作
技
術
の
か
か
る
急
速
な
普
及
を
も
た
ら
し
た
基
本
的
要
因
は
、
既
に
ふ
れ
た
様
に
、

I
R
R

-
お
よ
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
農
学
部
と
い
う
、
こ
の
国
に
お
け
る
新
し
い
稲
作
技
術
創
出
の
た
め
の
二
大
研
究
基
地
が
同
一
稲
作
地
帯

内
に
存
在
す
る
こ
と
、

ま
た
普
及
以
前
の
段
階
で
濯
概
施
設
の
発
展
が
進
ん
で
い
た
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

稲
作
生
産
に
お
け
る
労
働
需
要
は
、
改
良
品
種
の
普
及
に
伴
っ
て
、

一
九
六
五
年
か
ら
一
九
七
五
年
に
か
け
て
増
大
し
た
。
こ
の
期

昇
傾
向
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
の
発
展
は
、

一
九
七

O
年
以
降
加
速
化
し

工
業
化
の
影
響
は

問
、
改
良
品
種
の
普
及
と
前
後
し
て
耕
転
機
の
普
及
が
並
行
的
に
進
み
、
耕
起
作
業
に
要
す
る
労
働
投
入
量
は
一
九
六
五
年
の
へ
ク
タ

し
か
し
、
種
子
・
肥
料
技
術
の
普
及
は
、
水
稲
の

肥
培
管
理
、
特
に
除
草
作
業
へ
の
労
働
需
要
を
急
増
さ
せ
、
結
果
と
し
て
労
働
投
入
総
量
は
約
二

O
%増
加
し
た
。

ー
ル
当
た
り
約
二

O
人
日
か
ら

一
九
七

0
年
代
の
約
一

O
人
日
へ
と
半
減
し
た
。

稲
作
労
働
投
入
量
は
、

一
九
七
五
年
以
降
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
、
除
草
剤
の
増
投
、
脱
穀
機
の
導
入
と
い

う
ご
つ
の
労
働
節
約
的
技
術
革
新
の
進
行
に
よ
る
。
特
に
除
草
剤
の
場
合
、

一
九
七

0
年
代
半
ば
以
降
、
従
来
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た

二
・
四
D
に
加
え
て
、
除
草
能
力
の
高
い
ブ
タ
ク
ロ
ー
ル
が
急
速
に
普
及
し
、
除
草
労
働
投
入
を
減
少
さ
せ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

労
働
節
約
的
技
術
革
新
は
、
主
と
し
て
、

工
業
部
門
・
サ

l
ヴ
イ
ス
業
部
門
に
お
け
る
労
働
需
要
増
大
に
派
生
す
る
農
業
賃
金
率
の
上

「
緑
の
革
命
」
・
農
村
間
労
働
移
動
・
制
度
的
革
新

五



え
て

全
労
働
投
入
に
占
め
る
雇
用
労
働
投
入
の
比
率
が
急
増
し
た
こ
と
で
あ
る
(
第
1
表
の
雇
用
労
働
百
分
比
を
見
よ
)
。

東
南
ア

「
緑
の
革
命
」
・
農
村
間
労
働
移
動
・
制
度
的
革
新

五

(

9

)

 

特
に
マ
ニ
ラ
首
都
圏
に
近
接
し
て
い
る
ラ
グ
ナ
州
西
部
に
お
い
て
著
し
い
。

一
九
六
五
年
か
ら
一
九
七
五
年
に
か
け
て
の
変
化
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
労
働
投
入
量
の
絶
対
的
増
加
に
加

ジ
ア
の
他
の
多
く
の
稲
作
地
帯
に
お
け
る
と
同
様
ラ
グ
ナ
州
で
も
、
稲
作
生
産
に
お
け
る
雇
用
労
働
へ
の
依
存
率
は
改
良
品
種
普
及
以

斗
副
か
ら
、

田
植
作
業
と
収
穫
作
業
を
中
心
と
し
て
、
伝
統
的
に
高
か
っ
た
。
改
良
品
種
の
普
及
と
並
行
し
て
、
さ
ら
に
耕
起
作
業
と
除

草
作
業
に
つ
い
て
雇
用
依
存
度
が
飛
躍
的
に
高
ま
り
、
結
果
と
し
て
、
全
労
働
投
入
量
に
つ
い
て
の
一
雇
用
労
働
比
率
は
、

一
九
六
五
年

の
五

O
M
m台
か
ら
一
九
七
五
年
の
入

O
U
W
へ
と
増
大
し
た
。

し
か
し
、
一
雇
用
労
働
依
存
率
が
高
ま
っ
た
原
因
と
結
果
は
、
耕
起
作
業
と
除
草
作
業
で
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
耕
起
作
業
の
場
合
、

多
く
の
部
分
、
家
族
労
働
と
水
牛
に
よ
る
作
業
が
耕
転
機
に
よ
る
賃
耕
に
置
換
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
雇
用
労
働
依
存
率
が
高
ま
っ
た
。

賃
耕
作
業
は
耕
転
機
を
所
有
す
る
富
農
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
従
っ
て
、
耕
転
機
と
そ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
雇
用
す
る

た
め
の
支
払
い
は
、
主
と
し
て
、
耕
転
機
を
所
有
す
る
富
農
の
所
得
と
な
る
。

手
除
草
と
回
転
式
(
中
耕
)
除
草
器
を
用
い
る
除
草
作
業
の
場
合
は

」
れ
と
全
く
対
照
的
に
、

農
村
に
お
け
る
最
貧
層
で
あ
る
農

業
労
働
者
の
た
め
の
主
要
な
雇
用
機
会
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
改
良
品
種
の
採
用
に
伴
う
肥
料
の
増
投
と
移
植
用
稚
苗
の
利
用

は
、
雑
草
の
成
長
を
助
長
し
、
在
来
品
種
時
代
と
較
べ
て
除
草
の
重
要
性
を
飛
躍
的
に
高
め
た
。
短
い
苗
の
使
用
は
、
田
面
冠
水
に
よ

る
雑
草
防
除
を
困
難
に
し
た
。
結
果
と
し
て
、
除
草
作
業
の
た
め
の
極
め
て
大
き
な
追
加
的
労
働
需
要
が
、
田
植
直
後
か
ら
の
比
較
的

短
期
間
に
集
中
し
て
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
の
作
業
量
の
大
き
さ
は
、
家
族
労
働
力
に
よ
る
対
応
を
一
般
的
に
困
難
と
し
、
雇

用
労
働
力
、
す
な
わ
ち
、
農
業
労
働
者
と
貧
し
い
零
細
小
農
の
た
め
の
、
新
し
い
雇
用
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。



注
(

7

)

第
l
表
脚
注
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
デ

l

F
は、

I
R
R
I
農
業
経
済
部
が
一
九
六
五
年
以
降
定
期
的
に
実
施
し
て
い

る
ラ
グ
ナ
州
稲
作
農
家
標
本
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
標
本
農
家
の
分
布
特
性
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
以
降
五
回
の
調
査
結

果
を
掴
掴
め
た
関
子
ロ
ロ
E
ミ
ミ
・
〔
は
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

8

)

新
し
い
種
子
・
肥
料
技
術
が
稲
作
労
働
需
要
に
与
え
た
効
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
切

R
r
2
ω
ロ仏

h
D
E
C〈
防
〔
7
〕。

(
9
)
ω
百
三
M

M

凶ロ仏

C
2
8ロ
〔
お
〕
。

第 l図 ラグナチHの町(ムニシパリティ〉別平均
年当たり人口増加率 (1970-198C年〕

リト|

./ 
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カ
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三
、
稲
作
地
帯
へ
の
労
働
移
動

ラ
グ
ナ
州
内
の
農
業
地
帯
は
ラ
グ

ナ
湖
南
岸
沿
い
に
帯
状
に
拡
が
る
平
坦

部
稲
作
地
帯
と
、

そ
れ
を
取
り
囲
む
よ

出所 1970年， 1950年人口センサス.

'" 
第 l:
図白書
¥.-/'--'" /-1-

る

:1:田
作
地
→まf'

ffl 

分
け

ら
.n 
る

二
で
見
た

新
し
い
稲
作

技
術
普
及
に
よ
る
労
働
需
要
の
増
大
は

こ
の
平
坦
部
稲
作
地
帯
に
お
い
て
生
じ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
畑
作
地
帯
、
特
に

パ
ナ
ハ
ウ
山
の
山
麓
を
巡
る
正
陵
地
的

地
勢
が
強
い
コ
コ
榔
子
地
帯
で
は
、
農

皆
木
技
術
は
停
滞
的
で
あ
り
、
従
っ
て
雇

玉



ラグナ州い稲作農村における人口増加率の変化1)
(単位ー%)

!出生率|死亡率!自然増加率i純転入率!人口増加率
(1) (21 I (3)=(1)ー (2)! (4) (3)+(4) 
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表記期間における l年当たり平均.

4.2 

4.4 

第2表

1961-70 

1971-80 

五
四

用
機
会
に
も
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

か
か
る
雇
用
機
会
変
化
の
地
域
間
格
差
は
、
地
域
聞
の
労
働
移
動
を
誘
発
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
図
は

畑
作
(
コ
コ
榔
子
)
地
帯
か
ら
稲
作
地
帯
へ
の
、
こ
の
様
な
労
働
移
動
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。

九

七

O
年
か
ら
一
九
八

O
年
に
か
け
て
の
一

0
年
間
の
人
口
増
加
率
を
ム
ニ
シ
パ
リ
テ
ィ
ー
(
町
)
毎
に
見

る
と
、
ラ
グ
ナ
湖
沿
い
の
平
坦
部
稲
作
地
帯
に
あ
る
ム
ニ
シ
パ
リ
テ
ィ
ー
で
は
、
二

-
L仰
を
越
え
て
い

る
の
に
対
し
て
、
湖
岸
か
ら
離
れ
た
畑
作
地
帯
の
ム
ニ
シ
パ
リ
テ
ィ
ー
の
そ
れ
は
、
二
・
五
%
を
下
回
つ

ょ
っ

思
わ人
れ口
る百増
。)力日
宇土ヲ
ーすー-

の
か
泊ミ

る

地
域
的
差
異
l主

て
い
る
。

}
れ
ら
地
域
間
の
労
働
移
動
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る

畑
作
地
帯
か
ら
稲
作
地
帯
へ
の
労
働
移
動
に
関
す
る
と
の
推
論
は
、
我
々
が
集
約
的
な
調
査
を
実
施
し

て
き
た
、
平
坦
都
稲
作
地
帯
の
ラ
グ
ナ
湖
南
岸
に
位
置
す
る
一
稲
作
農
村
の
デ
!
タ
に
よ
り
、
事
例
的
に

確
証
さ
れ
る
。
こ
の
村
の
、
過
去
二

0
年
間
の
平
均
人
口
自
然
増
加
率
は
、
年
当
た
り
三
・
五
%
で
、
ほ

ぼ
ラ
グ
ナ
州
全
体
の
人
口
増
加
率
と
同
じ
水
準
に
あ
る

(第
2
表)。

」
の
村
の
人
口
の
社
会
的
増
加
率

は
、
同
じ
期
間
に
年
率
プ
ラ
ス
一
%
弱
、
す
な
わ
ち
人
口
の
純
流
入
が
あ
り
、

そ
の
結
果
、
村
の
人
口
増

加
率
は
そ
の
分
だ
け
州
平
均
を
上
回
っ
て
い
る

第
3
表
は

こ
の
村
の
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
八

O
年
ま
で
の
人
口
移
動
を
、
純
タ
!
ム
で
、
移
動
の

注. 1) 

方
向
と
村
内
の
世
帯
類
型
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
の
平
坦
部
稲
作
農
村
の
過
去
二

0
年
間
に
渡
る

人
口
の
社
会
的
純
増
は
、
畑
作
地
帯
か
ら
の
人
日
の
純
涜
入
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
一
日
。
都
市
部
門



ラグナ州 l稲作農村の196C年代および1970年代における純転入人口り
〈単位:人〕

計市都

+17 

十13

+30 

f
o
q
u
q
u
 

一
+
一

第3表

村 2)農
村外の地位

+21 

+ 8 
+29 

畑作地帯5)水田地帯4)

勺，
h

q

J

h

A

品ゴ

十

ム

+

村内の地位

1961-70 

農家

農業労働者

計

1971-80 

農 家町 l

農業労働者|

計 |

注. 1) 村内への転入人口一村外への転出人口.表記期間内計.

2) 第 l次産業(農林水産業〕出身あるいはそれへの転出.従属人口の場合

は主業者の職業による.

3) 第 2，3次産業出身あるL、はそれへの転出.従属人口については上に同

じ.

4) ラグナ州水田地帯.

5) ラグナ州水田地帯以外の農村(僅かであるが漁村を含む).

6) 僅かであるが村内居住非農家(小学校教師等〕を含む.

-59 

-i-94 

十35

-19 

+ 8 
-11 

-17 

+73 

+56 

-23 

+13 

-10 

へ
は
村
か
ら
の
純
流
出
に
な
っ
て
い
る
が

そ
の
程
度
は

畑
作
地
帯
か
ら
の
純
流
入
と
比
較
し
て

は
る
か
に
小
さ

し、
。

一
九
六

0
年
代
に
は
流
入
人
口
の
多
く
は
、
村
の
農

家
層
に
入
つ
で
き
て
い
る
。

一
九
七

0
年
代
に
入
る
と

新
し
い
稲
作
技
術
普
及
に
伴
う
雇
用
機
会
の
増
加
を
反
映

し
て
、
畑
作
地
帯
か
ら
の
流
入
人
口
は
大
幅
に
増
え
て
お

り

し
か
も
流
入
人
口
の
多
く
が
村
の
農
業
労
働
者
層
に

参
加
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
他
方
、
教
育
水
準

の
高
い
農
家
階
層
の
子
弟
が
、
都
市
的
雇
用
機
会
を
求
め

て
流
出
し
て
い
る
。

こ
の
稲
作
地
帯
で
は
、
農
村
人
口
に
占
め
る
農
業
労
働

者
の
比
率
が
と
の
期
間
に
急
増
し
て
い
る
。
調
査
村
の
場

合、

一
九
六

O
年
に
は
八
割
近
く
の
世
帯
が
農
家
で
、
残

り
が
農
業
労
働
者
世
帯
で
あ
っ
た
。

一
九
七
五
年
ま
で
に

に農

は業
六労
割働
以者
上世
に帯
遠の
し比
て率
し、は:

るi6玉
。)割

を
越
え

一
九
八

O
年

注
(
叩
)

第
一
図
と
後
出
第
二
図
を
重
ね
て
見
ら
れ
た
い
。
畑

五
五



「
緑
の
革
命
」
・
農
村
間
労
働
移
動
・
制
度
的
革
新

五
六

作
地
帯
は
稲
作
地
帯
よ
り
標
高
が
高
く
、
そ
の
多
く
は
丘
陵
地
的
地
形
を
持
ち
つ
つ
、
隣
接
す
る
カ
ピ
テ
、
パ
タ
ソ
ガ
丸
、
ケ
ソ
ン
の
諸
川
へ

と
続
い
て
い
る
。
ロ
ス
・
パ
ニ
オ
ス
以
西
の
カ
ピ
テ
州
へ
と
続
く
畑
作
地
帯
は
、
甘
煎
あ
る
い
は
野
菜
主
作
地
帯
で
あ
り
、
そ
れ
以
東
の
、
バ

ナ
ハ
ウ
山
の
山
麓
を
巡
っ
て
ケ
ソ
ン
州
へ
と
続
く
畑
作
地
帯
は
、
コ
コ
榔
子
主
作
地
帯
で
あ
る
3

(
け
)
同
期
間
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
体
の
平
均
人
口
増
加
率
に
ほ
ぼ
等
し
い
。

(
ロ
)
一
九
七

0
年
代
の
工
業
部
門
・
サ
ー
ビ
ス
楽
部
門
発
展
に
よ
る
労
働
力
需
要
の
増
大
は
、
ラ
グ
ナ
川
の
二
つ
の
農
業
地
帯
の
ど
ち
ら
に
お
い

て
も
都
市
へ
の
労
働
移
動
へ
の
「
プ
ル
」
要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
七

0
年
代
中
葉
ま
で
を
と
れ
ば
、
そ
の
影
響
は
、
主

と
し
て
マ
ニ
ラ
首
都
圏
に
ご
く
近
い
州
内
西
部
に
限
ら
れ
て
い
た
。
川
内
中
・
東
部
は
純
然
た
る
農
業
地
帯
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
労
働
雇
用
機

会
の
増
大
は
、
濯
淑
発
展
お
よ
び
新
稲
作
技
術
の
普
及
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
。
旧
内

F
5
E
ミ
ミ
・
〔
は
〕
、
∞
自
ご

r
g
L
の

E
B口

〔
お
〕
。

(
ゆ
)
こ
の
村
の
社
会
経
済
的
条
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
田
喜
一
巳
邑
ミ
ミ
・
〔
叩
〕
、
同
一

r
E
n
E
〔
川
〕
、
菊
池
〔
3
〕
を
見
よ
。

(
リ
A

)

第

3
表
の
「
畑
作
地
帯
」
は
、
ラ
グ
ナ
州
平
知
一
部
稲
作
地
帯
内
の
農
村
以
外
の
総
て
の
農
林
漁
村
を
含
み
、
従
っ
て
、
ラ
グ
ナ
州
畑
作
地
帯

以
外
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
相
対
的
比
重
は
低
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
何
回
r
c
n
E
ミ
ミ
・
〔
ゆ
〕
を
参
照
c

(
日
)
こ
の
村
を
め
ぐ
る
農
工
間
労
働
移
動
に
つ
い
て
は
ヌ

F
E口
主
円
S
L
O胃
出
向
〔
凶
〕
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

(

M

叫
)
こ
の
農
業
労
働
者
世
帯
の
急
激
な
増
加
は
、
人
ロ
移
動
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
村
内
で
親
か
ら
独
立
す
る
に
当
た
っ
て
経
営
す
べ
き
耕
地
を

得
ら
れ
ず
、
農
業
労
働
者
と
な
る
者
の
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る
。

四
、
新
し
い
労
働
雇
用
制
度

1
l
l
ガ
マ
制
度
ー
ー

新
稲
作
技
術
の
普
及
と
農
村
間
労
働
移
動
の
進
行
は
、
平
坦
部
稲
作
地
帯
に
お
け
る
、
稲
の
収
穫
・
除
草
作
業
に
つ
い
て
の
新
し
い

労
働
雇
用
契
約
制
度
の
発
展
と
関
連
し
て
い
る
。

ラ
グ
ナ
川
の
稲
作
地
帯
で
伝
統
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
稲
収
穫
制
度
は
フ
ヌ
サ
ン
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

」
の
契
約
制
度
の



新
し
い
稲
作
技
術
、
か
普
及
す
る
と
共
に

範
囲
で
分
布
す
る
が
、
六
分
の
一
が
最
も
典
型
的
な
シ
ェ
ア
で
あ
る
。

ガ
マ
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
契
約
制
度
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
ガ

下
に
あ
っ
て
は
、
誰
で
も
自
由
に
収
穫
作
業
に
参
加
出
来
、
参
加
労
働
者
は
収
穫
し
た
籾
の
一
定
比
率
を
現
物
賃
金
と
し
て
受
け
取
る
。

こ
の
労
働
者
の
受
け
取
る
比
率
1

1

収
穫
者
シ
ェ
ア
ー
ー
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、
ラ
グ
ナ
州
の
場
合
四
分
の
一
か
ら
九
分
の
一
の

こ
の
ブ
ヌ
サ
ン
制
度
は
、

マ
制
度
は
、
収
穫
物
を
刈
り
分
け
る
点
は
フ
ヌ
十
ン
と
同
じ
で
あ
る
が
、
収
穫
作
業
へ
の
参
加
は
自
由
で
は
な
く
、

そ
の
圃
場
の
除
草

作
業
を
行
な
っ
た
者
に
の
み
収
穫
権
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
除
草
作
業
そ
の
も
の
に
は
直
接
的
な
賃
金
は
支
払
わ
れ
な
い
。
換

言
す
れ
ば
、
ガ
マ
制
度
に
あ
っ
て
は
、
除
草
労
働
は
収
穫
権
を
得
る
た
め
に
労
働
者
か
ら
農
家
に
与
え
ら
れ
る
フ
リ

l
・
サ
ー
ビ
ス
な

(
げ
)

の
で
あ
る
。
ラ
グ
ナ
州
稲
作
地
帯
に
お
け
る
、

7
 
カ

〕

Z
V

即日

斗

ノ

:

お
移
叫

に
推
〔

骨

骨

川

の

地
率
回

比
水
家
州

農
ナ
用

グ

採
ラ
約契

表4
 
第

lラグナ升l ラグナ川
標本調査り i-全数調査村2)

1960 n. a. 

1965 n. a. 

1970 28 

1975 85 

1978 77 

1981 90 

注. 1) 国際稲研究所長業経済部ラグナ

川稲作農家標本調査，第 2次~第

5次. Kikuchi ct al. [14J 

2) 第 2表，第 3表の村と同一.

q
u

つム

phU

門

U

K

U

民
U

ワ
-
4
-
Q
U
R
u
n
c

こ
の
ガ
マ
制
度
の
普
及
は
、
一
九
六
0
年
代
後
半
か
ら
一
九
七

0
年
代
中
葉
に
か
け
て
、

最
も
急
速
で
あ
っ
た
(
第
4
表)。

フ
ヌ
サ
ン
か
ら
ガ
マ
へ
の
変
化
は
以
下
の
よ
う
な
論
理
で
説
明
さ
れ
よ
う
。

労
働
が
よ
り
希
少
で
、
水
稲
収
量
も
低
か
っ
た
時
代
に
は
、
伝
統
的
な
六
分
の

一
と
い
う
フ
ヌ
サ
ン
制
度
の
収
穫
者
シ
ェ
ア
は
、
収
穫
労
働
の
限
界
生
産
力
に

見
合
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
市
場
に
お
け
る
表
現
で
あ
る
市
場
賃
金
率
と
大
き

く
非
離
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
c

し
か
し

一
方
で
労
働
供
給
の

増
加
が
賃
金
率
を
低
く
押
え
っ
て
他
方
で
水
稲
収
量
が
増
大
す
れ
ば
、
収
穫

高
の
六
分
の
一
と
い
う
シ
ェ
ア
は
、
賃
金
率
を
上
ま
わ
っ
て
し
ま
う
。
か
か
る

状
況
の
下
で
、
労
働
の
限
界
生
産
力
と
収
穫
者
シ
ェ
ア
と
の
聞
に
生
じ
た
講
離

五
七



第5表 ラグナ州水田地帯におけるガマ契約下投入労働の帰属賃

金率と市場賃金率の比較(1970-81年，雨期作1))

I 1975 I 1981 

16.5 

2ヲ.2

45.7 

1978 

19.3 

26.5 

45.8 

27.4 

29.2 

56目6

1970 

13.3 

27.2 

40.5 

ガマ労働者労働投入量(人日/ha)

(1) 除草2)

(2) 収穫・脱穀3)

(3) 言十

ガマ労働者稼得現物賃金

(4) 収穫者シェア (kg/ba)叫 594 

20.3 

13.0 

514 493 

16.ヲ

8.7 

41ヲ

帰属賃金率 (kg/人日〉

フヌサ γ (4)/(2) 

ガマ (4)/(3) 

19.4 

11. 2 

市場賃金率 (kg/人目)日 10.0 I 

注 1) 国際稲研究所農業経済部ラグナ州稲作農家標本調査，

り算出.Kikuchi et al. [14J 
2) ガマ労働者によってなさわした再植を含む.

3) 雇用労働者による収穫・脱穀労働日数.ガマ労働者によって雇用された

労働者の労働回数を含む.

4) 現実に雇用労働者に支払われた収穫者シェア〔籾〉

5) 籾米ターム.耕起・田植・除草・ 1巴堵管理等の現金日雇賃金率の加重平

均.

13.1 

第 2次~第5次よ

11. 2 8.4 

15.4 

10.3 

五
八

を
埋
め
る
た
め
の
制
度
的
革
新
と
し
て
、
ガ
マ
制

度
が
導
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

ガ
マ
制
度
の
導
入
が
収
穫
者
シ
ェ
ア
と
労
働
の

限
界
生
産
力
の
均
等
を
回
復
す
る
た
め
の
制
度
的

革
新
で
あ
る
と
す
る
右
の
仮
説
を
吟
味
す
る
た
め
、

ガ
マ
契
約
の
下
で
実
際
に
投
入
せ
ら
れ
た
除
草
、

収
穫
、
脱
穀
労
働
に
つ
い
て
、
帰
属
賃
金
率
の
算

定
を
試
み
た
。
ラ
グ
ナ
州
稲
作
農
家
標
本
調
査
デ

ー
タ
を
用
い
た
結
果
が
第
5
表
に
纏
め
ら
れ
て
い

る
。
ガ
マ
契
約
下
の
労
働
の
帰
属
賃
金
率
は
、
市

場
賃
金
率
と
驚
く
程
近
似
し
て
お
り
、
伝
統
的
フ

ヌ
サ
ン
制
度
の
ま
ま
で
あ
っ
た
ら
生
じ
た
で
あ
ろ

う
収
穫
者
シ
ェ
ア
と
市
場
賃
金
率
の
議
離
が
、
ガ

マ
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
全
く
解
消
さ
れ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

」
こ
で
生
ず
る
一
つ
の
興
味
あ
る
疑
問
は
、
何

故
ガ
マ
制
度
が
、
収
穫
労
働
者
へ
の
賃
金
払
い
過



度
の
ま
ま
収
穫
者
シ
ェ
ア
を
六
分
の
一
か
ら
七
分
の
一
、

八
分
の
一
と
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
解
消
し
う
る
し
、

ま
た
、

フ
ヌ

ぎ
を
修
正
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
選
択
さ
れ
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
希
離
は

ガ
マ
制
度
以
外
に
も

フ
ヌ
サ
ン
制

サ
ン
労
働
者
を
、
市
場
賃
金
率
を
以
っ
て
雇
用
さ
れ
る
日
雇
賃
金
労
働
者
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
解
消
出
来
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ガ
マ
制
度
は
、
労
働
者
を
雇
用
す
る
際
に
伴
う
リ
ス
ク
や
取
引
費
用
を
引
き
下
げ
る
上
で
、
他
の
方
法
に
な
い
多
く
の
利
点

(ω〉

を
持
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
刈
分
制
に
固
有
な
誘
因
に
よ
り
、
労
働
者
の
誤
魔
化
し
、
怠
業
を
防
ぐ
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い

る
。
第
二
に
、
労
働
は
通
常
豊
富
で
は
あ
る
が
、
個
々
の
農
家
に
と
っ
て
は
、
労
働
需
要
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
収
穫
期
に
十
分
な
人
数
の

日
雇
賃
金
労
働
者
を
集
め
る
の
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
ガ
マ
制
度
の
下
で
は
、
収
穫
時
に
必
要
と
さ
れ
る
労
働
力
は
、
契

約
に
よ
り
確
保
さ
れ
て
い
る
。
ガ
マ
制
度
が
選
択
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
さ
ら
に
重
要
な
点
は
、

そ
れ
が
、
「
相
互
扶
助
」
、
「
貧
困
の
共

有
」
と
い
っ
た
、
村
落
社
会
に
存
在
す
る
伝
統
的
道
徳
規
範
と
整
合
的
で
あ
り
、
従
っ
て
、

そ
の
導
入
に
伴
う
社
会
的
摩
擦
が
、
他
の

場
合
に
較
べ
て
小
さ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

か
か
る
社
会
的
摩
擦
の
例
と
し
て
、

」
の
稲
作
地
帯
の
あ
る
農
家
が
、

フ
ヌ
サ
ン
制
度
の
ま
ま
、
そ
の
収
穫
者
シ
ェ
ア
を
下
げ
よ
う
と
試
み
た
際
、
そ
の
農
家
の
圏
場
が
夜
中
徹
底

(

ぬ

)

的
に
荒
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ガ
マ
制
度
を
採
用
せ
ず
、

ガ
マ
制
度
の
採
用
は
、
賃
金
率
の
実
質
的
な
切
り
下
げ
を
も
た
ら
す
が
、
同
時
に
そ
れ
は
、
稲
作
地
帯
の
農
業
労
働
者
の
雇
用
機
会

を
増
大
さ
せ
、

そ
の
所
得
獲
得
機
会
を
維
持
す
る
効
果
を
持
つ
。
ガ
マ
制
度
は
労
働
者
雇
用
に
伴
う
リ
ス
ク
と
取
引
費
用
を
低
下
さ
せ
、

教
育
や
技
術
を
必
要
と
し
な
い
農
作
業
に
つ
い
て
、
家
族
労
働
の
雇
用
労
働
へ
の
代
替
を
促
進
仁
川
町
。
ガ
マ
制
度
の
普
及
は
、
前
出
第

3
表
で
観
察
さ
れ
た
、
稲
作
地
帯
の
農
家
階
層
か
ら
都
市
へ
の
人
口
流
出
と
、
畑
作
地
帯
か
ら
稲
作
地
帯
へ
の
農
業
労
働
者
流
入
の
同

時
進
行
と
い
う
事
実
と

こ
の
代
替
過
程
を
媒
介
と
し
て
、
関
連
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

「
緑
の
革
命
」
・
農
村
間
労
働
移
動
・
制
度
的
革
新

五

九



「
緑
の
革
命
」
・
農
村
間
労
働
移
動
・
制
度
的
革
新

ノ、

O 

注
(
げ
〉
ガ
マ
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
菊
池
〔
3
〕
。
同
一
な
い
し
類
似
の
制
度
は
7

ィ
り
ピ
ン
各
地
の
稲
作
地
帯
に
存
在
し
て
い
る
。
ラ
グ
ナ
州
の

平
坦
部
稲
作
地
帯
で
は
「
カ
マ
」
と
通
称
さ
れ
て
い
る
が
、
ラ
グ
ナ
州
の
畑
作
地
帯
で
は
イ
ウ
イ
ハ

γ
C
3
-耳
目
)
為
る
い
は
ナ
ギ
ギ
ウ
ィ
ハ

ン
(
ロ
m
m
Z巴
君
子
向
口
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
イ
ロ
イ
ロ
州
で
は
サ
ゴ
ツ
ト

(
E問
。
仏
)
(
戸
色

2
ロ
岡
山
〔
円
〕
)
、
カ
マ
り
ン
ス

l
ル
で
は
ア
ギ
ア
ギ

(
民
間
巳
目
指
E
)
(
冨
o
g
d
r
m
w
R
H
E九
〔
却
〕
)
と
称
さ
れ
る
同
一
の
制
度
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ロ

ω
5
2
E
〔
B
〕
は
バ
ン
パ
γ
ガ
の

7

ト
1
ガ
(
伊
丹
C
お
る
と
呼
ば
れ
る
類
似
の
契
約
制
度
を
報
告
し
て
い
る
。

(
ゆ
)
ラ
グ
ナ
州
外
の
収
穫
労
働
制
度
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
出
白
百

E
F
S
L
m
F
5
E
〔
U
〕
第
四
章
、
お
よ
び
同

F
E
r
-
P
E
H
E
m
q日
己
〔
ロ
〕
、

菊
池
・
速
水
〔
5
〕。

(

ω

)

詳
し
く
は
菊
池
〔

3
〕
を
参
照
。

(
お
)
菊
泡
〔
4
〕
参
照
。

(
幻
)
前
記
第
l
突
で
観
察
さ
れ
た
家
族
労
働
の
雇
用
労
働
へ
の
代
替
を
も
た
ら
し
た
も
う
一
つ
の
基
本
的
要
因
は
、
農
家
の
農
作
業
に
対
す
る
不

効
用
を
増
大
さ
せ
る
所
得
効
果
で
あ
る
ο

ラ
グ
ナ
川
稲
作
地
帯
の
農
家
の
圧
倒
的
多
数
は
小
作
農
で
あ
る
が
、
農
地
改
革
の
実
施
に
よ
り
彼
ら

の
小
作
権
保
護
は
強
化
さ
れ
、
小
作
地
代
は
低
く
押
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
問
問
、
彼
ら
は
新
し
レ
稲
作
技
術
普
及
に
よ
っ
て
生
じ

た
所
得
増
加
の
主
要
な
部
分
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
菊
池
〔
3
〕
を
見
ょ
。
ま
た

-
N
q
g
H
5
2
2
2
H三
∞
E
r
r
〔
幻
〕
も
参
照
の
こ
と
。

五
、
農
村
間
労
働
移
動
と
ガ
マ
制
度
の
普
及

四
で
我
々
は
、
ラ
グ
ナ
州
平
坦
部
稲
作
地
帯
に
お
け
る
ガ
マ
制
度
の
普
及
が
、
時
間
率
契
約
に
よ
る
市
場
賃
金
率
と
刈
分
契
約
の
陰

伏
的
賃
金
率
と
の
聞
に
生
じ
た
不
均
衡
を
解
消
す
る
た
め
の
制
度
的
革
新
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、

ガ
マ
制
度
の
普
及

が
、
農
村
間
労
働
移
動
を
促
進
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
畑
作
地
帯
と
稲
作
地
帯
聞
に
生
じ
た
労
働
へ
の
報
酬
率
の
不
均
衡
を
縮
小
さ
せ

る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
c

四
の
第
5
表
に
見
ら
れ
る
、
ラ
グ
ナ
州
平
坦
部
稲
作
地
帯
に
お
け
る
稲
作
市
場
賃
金
率
の
時
系
列
変
化
の
パ
タ
ー
ン
は
、

こ
の
上
品
と



関
連
し
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
籾
米
タ
l
ム
で
表
示
さ
れ
た
市
場
賃
金
率
は
、

(

幻

)

ム
で
あ
っ
た
。
新
稲
作
技
術
の
普
及
開
始
に
伴
っ
て
、
賃
金
率
は
一
九
七

O
年
に
は
同
一

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
上
昇
し
、
次
い
で
、
ガ
マ

一
九
六
五
年
に
は
一
日
当
た
り
八
・
一
キ
ロ
グ
ラ

制
度
か
ら
得
ら
れ
る
所
得
が
十
分
且
つ
安
定
的
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
季
節
労
働
者
は
稲
作
地
帯
の
農
村
に
、

一

制
度
が
急
速
に
普
及
し
た
一
九
七
五
年
に
は
八
・
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
再
び
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
賃
金
率
の
動
き
は
、
稲
作

技
術
革
新
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
賃
金
格
差
が
農
村
間
労
働
移
動
を
誘
発
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
畑
作
地
帯
と
稲
作
地
帯
聞
の
労
働
に

と
い
う
仮
説
と
整
合
的
な
も
の
で
あ
凶
ω

対
す
る
報
酬
率
の
不
均
衡
が
縮
小
せ
ら
れ
た
、

畑
作
地
帯
か
ら
平
坦
部
稲
作
地
帯
へ
の
労
働
移
動
の
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
は
、

季
附
却
的
労
働
移
動
か
ら
、

ガ
マ
制
度
を
媒
介
と
し
て
、

稲
作
地
帯
へ
定
着
す
る
と
い
う
経
過
を
た
ど
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
稲
の
収
穫
期
に
お
け
る
季
節
的
移
動
を
通
し
て
、
平

坦
部
稲
作
地
帯
に
お
け
る
特
定
の
農
村
と
の
関
係
が
生
ま
れ
る
。
ガ
マ
制
度
は
こ
れ
ら
畑
作
地
帯
か
ら
の
季
節
労
働
者
に
、
確
実
な
雇

用
と
所
得
稼
得
機
会
を
提
供
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
季
節
的
労
働
移
動
に
伴
う
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
。
こ
の
関
係
が
継
続
し
、

ガ
守ア

ヅ
パ
・
ハ
ウ
ス
を
建
て
て
、
定
着
す
る
こ
と
に
な
る
。

事
実
、
ガ
マ
と
い
う
概
念
は
ラ
グ
ナ
州
畑
作
地
域
に
そ
の
起
源
を
持
ち
、
季
節
的
移
動
労
働
者
に
よ
っ
て
、
平
坦
部
稲
作
地
帯
に
伝

播
さ
せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
我
々
は
、

パ
ナ
ハ
ウ
山
を
巡
る
山
麓
部
の
畑
作
地
帯
で
、
新
し
い
稲
作
技
術
導
入
の
は
る
か
以
前
か
ら

ガ
マ
制
度
が
用
い
ら
れ
て
き
て
い
る
多
く
の
農
村
を
見
い
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
丘
陵
地
域
は
、
殆
ど
コ
コ
郁
子
で
覆
わ
れ
て
い
る
が
、

(
川
社
)

こ
れ
ら
榔
子
林
の
問
の
水
が
か
り
が
良
い
土
地
に
、
棚
田
状
水
田
が
散
在
し
て
い
る
c

第
二
図
は

一
九
七
八
年
か
ら
一
九
八
二
年
に
か
け
て
数
回
に
渡
っ
て
ラ
グ
ナ
州
の
二
つ
の
農
業
地
帯
で
実
施
さ
れ
た
調
査
に
基
づ

き
、
ガ
マ
制
度
が
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
か
ら
伝
統
的
に
存
在
し
た
農
村
と
、
そ
れ
が
戦
後
、

主
と
し
て
新
稲
作
技
桁
の
導
入
と
並
行

「
緑
の
革
命
」
・
農
村
間
労
働
移
動
・
制
度
的
革
新

ノ、



ラグナ州標本農村のガマ制度導入時期別分布第2図と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
つ
の
解
答
は

丘
陵
地
帯
に
特
有
な
地
形
的
条
件
で
あ
る
。

丘
陵
地
帯
に
散
在
す
る
棚
田
の
多
く
は
、
自
然

O旧ガ7村(第二次大戦以前

.新ガ?村(第二次大戦以後)

一一一川境

亡コ平坦部水団地帯

露翠麹|千波・山岳地帯

ノ、

し
て
普
及
し
た
農
村
の
、
地
理
的
分
布
を
示
し
た
も

(
お
)

の
で
占
め
る
。
古
く
か
ら
ガ
マ
制
度
が
存
在
し
た
農
村

(
旧
、
ガ
マ
村
)
は
、
農
業
労
働
者
を
流
出
さ
せ
て
い

る
パ
十
ハ
ウ
山
麓
の
畑
作
地
帯
に
集
中
し
て
お
り

他
方
、
新
し
く
ガ
マ
制
度
が
普
及
し
た
農
村
(
新
ガ

マ
村
)
は

」
れ
ら
畑
作
地
帯
か
ら
農
業
労
働
者
が

分流
布入
しし
てた
い(
るきラ
Q グ

こナ
の湖
よ沿
う岸
fょ σコ
画平
然士日

た部
る稲
新作
旧地
ガ帯
マに

農
村
の
地
理
的
分
布
は

ガ
マ
制
度
が
丘
陵
地
帯
か

ら
移
動
労
働
者
に
よ
っ
て
平
坦
部
稲
作
地
帯
に
伝
播

(
幻
〉

と
い
う
仮
説
を
強
く
支
持
し
て
い
る
。

せ
ら
れ
た
、

出PJr・付表.

こ
こ
で
生
ず
る
一
つ
の
疑
問
は
、
何
故
丘
陵
地
帯

に
お
い
て
、
新
稲
作
技
術
が
導
入
さ
れ
る
は
る
か
以

前
か
ら
、

ガ
マ
制
度
が
在
来
的
に
存
在
し
た
の
か

の
渓
流
に
若
干
の
手
を
加
え
て
水
を
引
く
だ
け
で
濯
概
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
条
件
下
で
は
、
水
田
除
草
は
効
果
的
に
収
量
を

増
大
さ
せ
る
。
平
坦
部
稲
作
地
帯
の
場
合
、

こ
れ
と
対
照
的
に
、
大
規
模
な
濯
概
施
設
十
が
設
置
さ
れ
る
以
前
の
段
階
で
は
、
水
の
コ
ン



ト
ロ
ー
ル
は
困
難
で
あ
っ
た
。
濯
概
施
設
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
は
、

そ
こ
で
の
典
型
的
水
田
は
、
冠
水
に
よ
っ
て
雑
草
を
コ
ン
》
ロ

l

ル
し
う
る
深
田
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
除
草
の
必
要
性
は
乏
し
か
っ
た
。
平
坦
部
稲
作
地
帯
の
農
家
の
多
く
は
、
我
々
の
質
問
に
対
し

て
、
議
瓶
施
設
が
出
来
、
除
草
す
る
必
要
が
生
じ
た
時
点
で
、
ガ
マ
制
度
を
採
用
し
た
、

と
回
答
し
て
い
る
。

水
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
と
い
う
丘
陵
地
帯
の
地
形
的
条
件
は
、

そ
こ
で
古
く
か
ら
ガ
マ
制
度
が
採
用
さ
れ
る
に

至
っ
た
、

あ
り
う
べ
き
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、

ガ
マ
制
度
の
契
約
形
態
か
ら
し
て
、

そ
れ
が
ま
た
、
社
会
学
的
・
人
類
学
的
起
源
を

持
っ
て
い
る
こ
と
も
疑
い
な
い
。
歴
史
的
に
見
て
、

正
陵
地
帯
は
、

マ
ラ
リ
ヤ
の
危
険
が
沿
岸
平
坦
部
よ
り
低
か
っ
た
せ
い
か
、
平
坦

部
稲
作
地
帯
よ
り
も
古
く
か
ら
住
民
が
定
着
し
た
。
従
っ
て
、

正
陵
地
帯
の
土
地
に
対
す
る
人
口
圧
力
は
伝
統
的
に
高
か
っ
た
。
商
品

経
済
が
未
発
達
な
古
い
時
期
に
生
じ
た
こ
の
人
口
圧
力
の
増
大
に
対
応
す
る
社
会
的
変
化
は
、
ギ
ア
ツ
が
「
イ
ン
ボ
リ
ュ

l
シ
ヨ
ン
」

あ
る
い
は
「
貧
困
の
共
有
」
と
呼
ん
だ
よ
う
な
変
化
の
形
を
と
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ガ
マ
制
度
の
発
展
は
、
正
陵
地
帯

の
村
落
社
会
に
お
け
る
、
人
口
圧
力
増
大
に
対
応
す
る
労
働
機
会
共
有
の
た
め
の
社
会
的
調
整
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
こ
と
も

「
緑
の
草
命
」
・
農
村
間
労
働
移
動
・
制
度
的
革
新

ノ、

出
来
よ
う
。

注
(
立
)
こ
の
市
場
賃
金
率
は
、
現
金
賃
金
が
支
払
わ
れ
た
総
て
の
作
業
に
つ
い
て
の
加
重
平
均
で
あ
る
。
詳
し
く
は
同
一
r
z
n
E
ミ
ミ
〔
凶
〕
。

(
日
)
稲
作
に
お
け
る
市
場
賃
金
率
は
一
九
七

0
年
代
中
葉
以
降
、
非
農
業
部
門
の
労
働
需
要
が
増
大
す
る
に
伴
い
、
緩
や
か
で
は
あ
る
が
着
実
な

騰
勢
に
転
ず
る
。

(

U

A

)

ω

口

r
E自
己
ミ
え
・
〔
羽
〕
〔
日
比
〕
。

(
お
)
こ
れ
ら
の
調
査
農
村
の
名
称
、
所
在
、
特
性
は
、
本
稿
末
尾
に
付
表
と
し
て
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
付
表
中
に
あ
る
ケ
ソ
ソ
州
の
調
査

農
村
の
多
く
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
制
約
で
第
ご
図
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

(
お
〉
第
二
図
の
丘
陵
地
帯
に
二
つ
の
「
新
ガ
マ
農
村
」
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
、
標
高
が
低
く
、

帯
に
位
置
し
て
い
る
。

比
較
的
大
き
い
平
坦
な
水
田
地



六
回

(
幻
)
丘
陵
地
畑
作
地
帯
か
ら
平
坦
部
稲
作
地
帯
へ
ガ
マ
制
度
が
伝
播
し
は
じ
め
た
の
は
一
九
五

0
年
代
の
よ
う
で
あ
る
(
付
表
参
照
)
。
注
(
げ
)

で
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
丘
陵
地
帯
で
は
、
ガ
マ
制
度
は
、

Z
己
宮
ロ
あ
る
い
は
コ
丘
四
百
包
君
子
m
ロ
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
は
共
に
、
三
み
と

い
う
一
言
葉
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
阿
君
-
は
、
豚
・
牛
等
の
家
畜
飼
養
等
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、
分
益
的
(
小
作
)
契
約
で
あ
る
。
梅

原
弘
光
氏
は
、
一
九
六
六
年
に
、
丘
陵
地
帯
の
「
旧
ガ
マ
農
村
」
部
に
地
理
的
に
近
く
、
比
較
的
早
い
時
期
(
一
九
六
O
年
前
後
)
に
ガ
マ
制

度
が
伝
播
し
た
平
坦
部
稲
作
地
帯
の
一
農
村
を
調
査
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
村
で
は
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
、
「
ガ
マ
」
と
い
う
呼
称
は
未

だ
存
在
せ
ず
、
「
イ
ウ
イ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
(
梅
原
〔
l
〕
)
。
こ
の
事
実
も
、
「
ガ
マ
」
と
い
う
概
念
が
丘
陵
地
帯
か
ら
平
坦
部
稲
作
地
帯
に

伝
え
ら
れ
た
と
い
う
我
々
の
仮
説
と
整
合
的
で
あ
る
。
尚
、
ガ
マ

(m日
ロ
る
と
い
う
言
葉
は
「
除
草
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
一
九
七

O
年
に
、

I
R
R
I
農
業
経
済
部
の
職
員
が
、
「
ラ
グ
ナ
州
稲
作
農
家
標
本
調
査
」
を
実
施
し
、
収
穫
権
付
除
草
と
い
う
一
一
雇
用
契
約
を
見
い
出
し
た
時
点

で
は
、
そ
れ
は
平
坦
部
稲
作
地
帯
の
農
村
の
多
〈
で
、
「
ガ
マ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

(

お

)

の

命

。

円

円

N

〔

9
〕。

六
、
結

論

本
稿
に
お
い
て
我
々
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ラ
グ
ナ
州
の
デ

l
タ
に
拠
り
つ
つ
、
新
し
い
稲
作
技
術
が
畑
作
地
帯
と
濯
概
さ
れ
た
稲
作

地
帯
と
に
差
別
的
影
響
を
与
え
、

そ
れ
に
よ
っ
て
両
地
帯
聞
の
労
働
移
動
が
誘
発
さ
れ
た
過
程
を
検
討
し
た
。
農
村
間
労
働
移
動
は
、

新
技
術
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
地
域
間
所
得
格
差
を
縮
小
さ
せ
る
方
向
で
起
こ
っ
た
。
畑
作
地
帯
か
ら
平
坦
部
稲
作
地
帯
へ
の
労
働

移
動
は
、
主
と
し
て
、
稲
作
に
お
け
る
雇
用
機
会
、
特
に
除
草
作
業
に
お
け
る
一
雇
用
機
会
の
増
加
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
。

こ
の
労
働
移
動
の
過
程
は
、
ガ
マ
と
呼
ば
れ
る
、
新
し
い
労
働
雇
用
契
約
制
度
の
普
及
に
よ
り
促
進
さ
れ
た
。
こ
の
新
し
い
契
約
制

度
は
、

た
だ
で
除
草
作
業
を
遂
行
し
た
労
働
者
に
、
収
穫
に
参
加
し
、
収
穫
量
の
一
定
割
合
を
賃
金
と
し
て
受
け
と
る
、
排
他
的
権
利

を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
移
動
農
業
労
働
者
に
と
っ
て
、
雇
用
と
所
得
に
関
す
る
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、



そ
れ
に
よ
っ
て
農
村
間
労
働
移
動
が
促
進
さ
れ
た
。
他
方
、

ガ
マ
制
度
は
、
労
働
者
を
雇
用
す
る
農
家
に
と
っ
て
、
契
約
に
伴
う
取
引

費
用
を
軽
減
す
る
効
果
を
持
ち
、

そ
の
結
果
、
雇
用
労
働
に
よ
る
家
族
労
働
の
代
替
が
進
ん
だ
。
そ
の
こ
と
は
、

さ
ら
に
、
教
育
水
準

が
高
く
、
代
替
費
用
の
高
い
農
家
の
子
弟
が
、
都
市
的
雇
用
機
会
を
求
め
て
村
外
流
出
す
る
の
を
許
す
こ
と
に
な
っ
た
。

ガ
マ
制
度
は
、
平
坦
部
稲
作
地
帯
で
は
新
し
い
制
度
で
あ
る
が
、

丘
陵
地
畑
作
(
コ
コ
郁
子
)
地
帯
で
は
古
く
か
ら
存
在
す
る
在
来

的
な
制
度
で
あ
る
c

ガ
マ
制
度
は

こ
の
畑
作
地
帯
か
ら
平
坦
部
稲
作
地
帯
へ
、
移
動
労
働
者
に
よ
っ
て
伝
播
さ
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
丘
陵
地
帯
の
村
落
社
会
に
お
け
る
在
来
的
制
度
が
、
稲
作
に
お
け
る
技
術
革
新
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
不
均
衡
を
解
消
し
、

資
源
配
分
の
調
整
を
促
進
す
る
た
め
の
制
度
的
手
段
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
一
地
域
に
お
け
る
こ
の
経
験
は
、
他
の
あ

ら
ゆ
る
地
域
に
お
い
て
、

(
M
U
)
 

性
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
の
地
域
に
固
有
な
伝
統
的
制
度
・
組
織
原
則
を
、
農
村
発
展
の
基
礎
と
し
て
、
有
効
に
活
用
し
う
る
可
能

注
(

m

U

)

第
5
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ラ
グ
ナ
州
稲
作
地
帯
に
お
け
る
農
業
賃
金
率
は
、
一
九
七

0
年
代
中
葉
以
降
、
着
実
な
騰
勢
を
示
し
て
お
り
、

そ
れ
が
除
草
労
働
の
減
少
と
除
草
剤
の
増
投
(
前
出
第
l
表
)
を
誘
発
し
て
い
る
ο

か
か
る
変
化
は
、
一
九
七

0
年
代
央
迄
の
ガ
マ
制
度
普
及

期
の
そ
れ
と
、
全
く
対
照
的
で
あ
る
o

農
業
賃
金
率
の
騰
貴
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
非
農
業
部
門
に
お
け
る
雇
用
拡
大
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
長
期
的
な
賃
金
率
騰
勢
は
、
他
の
事
情
一
定
に
し
て
、
ガ
マ
制
度
解
体
の
契
機
を
字
む
も
の

で
あ
る
。
第
l
表
と
第

5
表
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
除
草
労
働
の
減
少
は
、
ほ
ほ
手
、
の
総
て
が
ガ
マ
契
約
下
の
不
払
い
除
草
労
働
の
減
少

と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
非
農
業
部
門
の
雇
用
拡
大
は
、
こ
の
稲
作
地
帯
か
ら
の
出
稼
ぎ
の
増
大
を
媒
介
に
し
て
、
「
相

互
扶
助
」
、
「
貧
困
の
共
有
」
と
レ
っ
た
伝
統
的
村
落
共
同
体
的
倫
理
を
、
解
休
な
い
し
不
必
要
な
も
の
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
八
三
年

年
頭
ま
で
の
段
階
で
は
、
こ
の
地
域
の
ガ
マ
制
度
が
解
体
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
顕
著
な
徴
候
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
、
農
業
賃
金
率

の
騰
勢
が
真
に
長
期
的
趨
勢
で
あ
る
か
否
か
も
、
今
後
の
観
察
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
も
し
そ
れ
が
長
期
的
な
も
の
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
の
下
で
ガ
7

制
度
が
ど
の
よ
う
な
変
容
を
一
志
す
か
、
果
た
し
て
、
本
稿
で
主
と
し
て
分
析
し
た
普
及
、
過
程
の
そ
れ
と
対
称
的
な
も
の

と
な
る
の
か
。
こ
れ
は
興
味
あ
る
課
題
と
し
て
、
今
後
に
残
さ
れ
て
い
る
。

「
緑
の
革
命
」
・
農
村
間
労
働
移
動
・
制
度
的
革
新

八
五
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附表 ラグナ州、|およびケソン州の標本調査村落における水稲収穫制度とその変化1)

外| 村 落 農業 l 収穫制度5)
町(ムソシパリティ)1 (>~ '7γ ガイ、 類型2) 地勢類型3) 濯淑条件4) | l | | 調査年月

ハ ノ |旧 [ 新 1変更時期

Laguna 
San Pedro I La 水稲 平混 ヘ2x(na) I H(3/20) I G(3/20) I 1965年 1978年 2月
Biaan SaIn ldAayMan orIio 水稲 平坦 *，2X(na) 1 H(3/20) 1 G(3/20) 1 1970年 1978年 2月

Canlalay 水稲 平坦 *，2X(na) I H(3/20) I G(3j20) I 1971年 1978年 2月
Cabuyao I 5ala 水稲 平坦 ヘ2X(na) I H(1/6) I G(1/6) ， 1967年 1978年 2月
Calamba I Parian 水稲 平坦 ヘ2x(na) I H(JI7) i G(JI7) I 1ヲ71年 1978年 2月
Los Banos I 5an Antonio 水稲 平坦 *，2X(na) I H(l/6) I G(l/6) I 1974年 1978年2月
Ihy ! M"aitim 水稲 平岡 *， 2x(na) I H(I/6) I G(1j6) I 1956年 1978年 2月
Calauan I Masiit 水稲 平:I:IJ. I *，2x(na) I H(I/7) I G(1j7) I 1962年 lヲ78年 2月

Dayap 甘藤 平坦 H(1/6) I G(1/6) I 1950年代 1981年 B月
Lamot II 水稲 平坦 ヘ2x(na) I H(1I6) I GO  16) I 1958年 1982年 9月

Pila I Labuin 水稲 平担 ヘ2 〉) 〉) ) H G 1964年 1978年 2月
Tubu如 水稲 平担 *，2x(1958) I H(I/6) I G(ij6) 1960年 1980年 9月
Masico 榔子 平坦 *，2X(1958) I H(I/6) I G(I/6) j 1960年代 1980年ヲ月

Pagsanjan I Binan I 71<:.稲 平坦 *，2x(1950) I H(I/5) I G(i/5) I 1960年代 1981年 B月
Cabanbanan 廊子 平垣 本，2x(l967) I H(I/5) I G(I/5) I 1968年 1981年 B月

Magdalena Buenavista 廊子 平坦 na，na(na) I H(I/5) I G(l/5) I 1965年 1981年 8月
5alasad 榔子 平坦 **， 2X(~) I H(I/5) I G(1/5) I 1965年 1981年 B月
Burlungan 郎子 傾斜・棚田 **， 2X(~) I G(I/5) I G 無 1981年 B月

Majayjay I Pan耳il 綿子 傾斜・棚田 料， 2X(~) I G(I/5) I G 無 1981年8月
Rizal I Pook 榔子 傾斜・棚田 na，na(na) ! G(l/S) I G 無 lヲ81年 l月
Liliw I Daniw 郎子 平坦 na， na(na) I H(na) I G(na) I ¥96コ年 1980年9月

Tuy Baanan 榔子 傾斜・棚田 判定， 2X(~) I G(I/5) I G 無 1980年 9月
Nagcarlan I Wacat 水稲 平坦 *， 2X (1958) 

5ibuan 郁子 平但 *，2X(na) I H(I/6) I G(I/6) I 1ヲ60年 1980年9月
5ta. Lucia 榔子 傾斜・棚田 仲， 2X無 G(1/5) I G 無 1980年 9月
Bankuro 郎子 傾斜・棚田 村， 2X無 G(1I5) I G 無 1980年 9月
Palayan 榔子 傾斜・棚田 料， 2X無 G(1/5) I G 無 1981年 l月
Talangan 榔子 傾斜・棚田 林， 2X無 G(1/5) I G 無 1980年 9月
Taytay 榔子 傾斜・棚田 仲， 2X無 G(1/4) I G(2/9) I 19印年 1981年 8月…10 I Ilog 吋傾斜棚田…無 lG G 1叩 11981年 8



San Diego 梅子 傾斜・棚田 料 ，2X(無) G(1/4) G(1/5) ) 1975年 1981年 B月
Sta. Maria 水稲 平坦 *，2X(無〕 HCI/7) G(lj7 1965年 1982年 9月
San Isidro 水稲 平坦 *，2X(無 H(1/6) G(lj6) 1970年 1982年9月

Luisiana San Antonio 榔子 傾斜・棚田 天水， 1X(無〉 G(I/5) G(1/5) 無 1982年9月

Quezon 
Lucban Piis 締子 丘陵上・棚田 天水， 1X(無) H(I/5) 無 1982年 9月

Aban 樹Eヲ 丘陵上・棚田 天7.K， 1 X (無〉 G(1/4) G(lj4 無 1982年ヲ刀
Sampaloc Bataan 柳子 傾斜・棚田 材 ，2X(無) G(1/5) G I/5〕〕 無 1982年9月

San Isidro 郎子 傾斜・棚閏 件 ，2X(無) G(2/9 1973年 1982年 9月
Tayabas Dapdap 綿子 丘陵上・棚田 天水， 1X(無) G(1/4) G(lj4) 無 1982年 9月

Camaysa 調E子 丘陵上・棚田 料 ，2X(無) G(1/5) G(lj4) 1975年 1982年9月

RB7aadgtyaO s 概子 丘陵上・棚田 na，na(na) G( 1/4) 1975年 1982竿 9月
榔子 丘陵上・棚田 **，2X(無) H(I/5 G(lj5) 1955年 1982年 9月

Tiaong 平担 料 ，2X(無) H(1/6 G(!j6) 1967年 1982年 9月
San Antonio Pulo 水稲 平坦 料 ，2X(無) H(1/5) G(〔I/5) 1968年 1981年 B月
Pagbilao Binahaan 郁子 平坦 料 ，2X(1965) G(1/4) G(lj5) 1970年 1982年9月

注ー 1) naは不明， (無)は第二次大戦以降変化無しー

2) 水稲:水稲単{乍村落，廿薦:甘薦主作村落，棚子:ココヤシ主作村落.

3) 平坦:平坦部民村地帯，傾斜・棚田:丘陵傾斜地・棚田状水回散在， 丘陵上・棚悶:緩傾斜丘陵地・棚田状水閏散在.

4) *国家i窪i飯局 (N1 A)濯i飯システムによるもの，村:共同潜獅'/'7-テムあるし、は自然濯i慨によるもの， 天水:天水

国， 2X 年2期作， 1X 年 l期作 カッコ内の数字は濯瓶システムが建設された年.

5) 1日:戦前の制度，新:J戦後の制度. H: 7ヌサン， G ガマ. カツコ内の数字は収穫者シェ 7.
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